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各WG 2023年研究テーマ

AI4PM

AI for
Project Management

AIK4PM

AI Knowledge for
Project Managers

AI@Work ConferenceおよびPMIJ Forumにて広く対外へ発信

4 3 5
テーマ別に4つのサブグループで研究を 
実施、⽉例会で共有

D0: AIプロジェクトの進め⽅
D1: 実⽤化〜実⽤化後の課題
D4: 機械学習の品質マネジメント
E5: AIPMBOK
    （AIプロジェクト知識の体系化）

PM4AI

Project Management 
for AI

3つのサブグループに分かれて活動

全体︓提供可能な情報の再整理
A: AIレベル定義の深化と認知向上
C: ⼈的リソースを題材とした検討
D: PMBOK®10の領域に対し、

 AI実⽤要件抽出フレームワーク
 試⾏と、ワイガヤ・ツール調査活動

→プロジェクト・コモンデータモデル for  
    AIの整備に発展

「AIを理解する3段階」を推進
1. 知る

・輪講
2. 理解する

・DeepLearning G検定勉強会
・Python勉強会

3. 使える
・AI実践
・最新AI動向調査
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PM分野におけるAI環境の変化とWG2「AI4PM」の活動成果
2020年発⾜当初のAI環境
• 世間のAIへの認知は低い
• ⼀部のAI除き実⽤的なAIが少なく、PM
に使えそうなAIがない

• AIに対する過剰な期待

2024年現在のAI環境
• 世間のAIへの認知は向上
• ⽣成AI、チャットボット、タスクのト
ラッキング等、PMに使えそうなAIが誕
⽣するもPM専⽤のAIは少ない

• PM領域のAIレベル定義を公表済
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AI4PM活動の成果【 2020年〜2023年】
Ø PM領域における共通フレームとしての分野

のAIレベル定義の提唱
Ø ⼈材領域でのAIの適⽤の検討

AI環境の変化により新たな課題が発⽣
Ø AI開発への投資に対するリターンが少な

い（ように思われている）
Ø AIツールの適⽤の効果がわかりにくい
Ø セキュリティ等による制約
Ø PM分野のデータの準備状況が不⼗分
など、、、、
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2024年のAI4PMの活動⽅針

プロジェクトマネジメントを最適化するために、
AI技術の適⽤⽅法を研究する
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①AI4PMとしてのステークホルダーへの情報提供が可能な内容の再整理(WG2全体)
②PM領域におけるAIレベル定義の深化とPM分野におけるAIの活用例の収集(SubA中心)
③人材領域におけるAI適用の検討と試行(SubC中心)
④AI領域におけるプロジェクトコモンデータモデルについての検討(SubD中心)

※WG2の運用にAIツールを適用し、その情報も適宜共有予定
※サブグループ分けているが、WG全体で横断的に検討

WG2の全体⽬的

2024年活動の具体的な内容
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多様化するPJでは、会話する人間の出身業界や本人の
知識などで、マネジメント方法は異なる。
まして「どの様にAIを活用するか」といった事になる
と、その認識・認知Gapは激しい。

2023年度では、AIレベル定義の深化と世間の認知アッ
プのための外部公表を実施

プロジェクトマネジメント
の

AIレベル定義

10の知識エリア毎に
各レベルの「概念」ならびに、「具体例」として

“例えばこんな処理”を記載
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2023年までの成果物 AIレベル定義の深化と公表
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2022年に検討した人材領域の課題を踏まえ、改題解決のための特徴量候補の抽出を実施
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2023年までの成果物 ⼈材領域へのAI適⽤の検討

困難だった点

収集データ項目の決定を中心に進めない
とアウトプットが難しい。

仮想プロジェクトを想定して生成AIを使
い、インプットデータを検証。生成AIの
確からしさを検証
人材の領域(スキル定義・評価・育成・ア
サイン)においてAIツールの適用性を検討
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24年

2024年 スケジュール: ２ヶ⽉を⼀つのループとして、検討内容を適宜情報共有

SubA: AIレベル定義の普及と活⽤⽅法の検討

SubC: ⼈材領域におけるAIツールの適⽤化の検討

２ヶ⽉間の成果を
⼀旦ゴールとする

適宜情報の共有
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SubD: プロジェクト・コモンデータモデルfor AIの整備

AIを使ったプロジェク
ト管理の試⾏

SubA: AIレベル定義をベースとしたAI活⽤⽅法の検討

SubC: 上期の検討内容から下期の活動を検討

ゴール ゴール ゴール ゴール ゴール ゴール

２ヶ⽉間の成果を
⼀旦ゴールとする
２ヶ⽉間の成果を
⼀旦ゴールとする
２ヶ⽉間の成果を
⼀旦ゴールとする
２ヶ⽉間の成果を
⼀旦ゴールとする
２ヶ⽉間の成果を
⼀旦ゴールとする AI活⽤のイメージ醸成

全体:ステークホルダーへの情報提供が可能な内容の再整理と情報共有
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１st．
定義の普及と活⽤

２nd．
AI活⽤事例の収集

３rd．
AI適⽤範囲の拡充促進

作成したAIレベル定義を
普及のための公表、及び
想定する活⽤⽅法の提案

AIの活⽤度合い、効果、
適⽤事例の収集
AI活⽤時の課題の抽出と
解決⼿段の検討

AI活⽤と共創機会を提供
可能なプラットフォーム
の検討

2024年度は
1st普及・活⽤と
2nd事例収集を軸に

活動する

2024年のSub A(AIレベル定義)の活動内容
→2025年以降
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１st．
⽣成AIを⽤いた検討の
ゴールの設定

２nd．
⼈材領域における仮説
の実証

３rd．
実証結果を踏まえた継
続検討

２０２３年に検討した⽣
成AI活⽤による検証の
ゴールの設定

⼈材領域にAI適⽤すると
きの⼊⼒と出⼒の組み合
わせの仮説(架空のA社を
想定した⼈材ースキル観
点のお困りごと解決AI)の
実証
及び実証結果の分析

2nd.の実証結果を踏まえ
て、継続検討内容を検討

2024年のSub C(⼈材領域でのAI適⽤)の活動内容
→2024年下期以降

2024年度は
2023年度検討結果の
実証を軸に活動する
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１st．
議論ベースの整理と調
査

２nd．
各エリアのモデル定義

３rd．
AI学習の効果測定

議論ベースのEntity図案
等の整理とコモンモデル
に関する調査の実施

各エリアでのEntity図の
適⽤性を確認

データ化AIとPMコアAI
により、業務にAIが適⽤
されたときの効果を測定

2024年のSub D(コモンデータモデル検討)の活動内容
→2025年以降

2024年度からの新規
検討のため、議論の
ベースから整備
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１st．
WG2の位置づけの再定
義

２nd．
ステークホルダーへ提
供可能な情報の整理と
共有

３rd．
活動内容の更新と情報
共有の継続

WG2発⾜時(4年前)から
の技術発展を踏まえた、
WG2の位置づけの再定義

WG2から各ステークホル
ダーへの提供可能な情報
を整理し、順次発信/共有
する。

2024年活動を踏まえて、
活動内容を更新
活動内容の情報共有は継
続

2024年の全体(情報提供が可能な内容の再整理と共有)の活動内容
→2025年以降

WG2発⾜時のWG2で
の検討内容をベースに

議論
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プロジェクト・マネジャー・PMO

スポンサー

AI開発者
全てのステークホルダーに
とって最良な成果が得られる
プロジェクトの実施

AIによるPMの最適化

プロジェクト・メンバー

AI@WorkのWG2の描く将来

顧客
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AIレベル定義についてPMJのHPで公開中

プロジェクト・マネジメント領域におけるAIレベ
ル定義をHPで公開中です
https://www.pmi-japan.org/aiatworkcommunity/page-89/
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最後に

WG2では参加者を随時募集しています。

プロジェクト・マネジメント分野へのAI適⽤について興味がある⽅
プロジェクト・マネジメント分野へのAI試⾏について興味がある⽅
AIレベル定義、⼈材領域へのAI適⽤、コモンデータモデル検討に興味がある⽅

ぜひ、⼀度⽉例会に参加してみてください。

⽉例会︓毎⽉第1⽔曜⽇ 19︓30〜21︓00（オンライン）
次回︓2024年2⽉7⽇（⽔）
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本資料および動画の著作権は、PMI⽇本⽀部に帰属しています。

本資料および動画の⼀部分または全部を著作権者に無許可で複製、転載、

公衆送信、⼝述、上映、出版、頒布、貸与、編集するなどして使⽤

することは著作権法に反することとなります。
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